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生徒が主体的に学習に取り組む時間の設定と学校独自作成ドリルを活用した取組
～宇城市立松橋中学校～

「フレンドリータイム」と称し、学校独自で作成した「松中ドリル」を活用して、生徒が主
体的に学習に取り組む時間を設定している。

「フレンドリータイム」
生徒が主体的に学習に取り組む時間と

して、毎週金曜日の６時間目に設定して
います。生徒同士の学び合い（仲間づく
りの視点）も取り入れることで、学ぶ意
欲の向上や自立的な学びの活性化につな
げています。「松中ドリル」を使って個

人で課題に取り組むだけでなく、仲間づ
くりの視点から友達と課題解決する時間
を設定しています。

「松中ドリル」
昨年度の県学力・学

習状況調査で課題が見
られた単元の問題や、
過去の定期テストの問
題等をまとめた冊子で
す。
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基礎コース・発展コースに分かれて課題解決を目指す取組
～山鹿市立鹿北中学校（３年英語科）～

英語の授業において、生徒一人一人の知識・技能の習熟状況を把握した上で、授業の途中で

習熟度別に分け、自分に合ったペースで課題解決に取り組むようにしている。

自分の友達をＡＬＴに紹介する英文
を書くという課題を設定し、現在分詞
の後置修飾の習得を目指して練習問題
に取り組む場面です。
全体で文法の確認をした後に、基礎

と発展の２コースに分かれます。
基礎コースは、教師のアドバイスを

受けながら問題を解き、大問ごとに全
員で解答を共有します。
発展コースは、タブレットのガイド

を聞きながら問題を解き、終了後にＡ
ＬＴの点検、指導を受けます。
最後にまとめを全体で行います。
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音楽の授業におけるリコーダーの指づかいについて、タブレットを個別指導や
評価に活用する取組

～合志市立西合志第一小学校（３年音楽科）～

導入で指づかいについての一斉指導を行った後、個別練習の様子をタブレットで録画し、そ
れをもとに一人一人に個別指導を行っている。録画したものは、評価にも活用している。

リコーダーの「ソラシド」の音を使った曲
を練習する学習で、拍を感じて演奏すること
について指導する場面です。
まだ指づかいに慣れておらず、教室で音を

出しての練習もできない中、タブレットを用
いることで児童自身が自分の演奏を録画しな
がら振り返ったり、教師が演奏の様子を見た
り音を聞いたりして、全員に個別に指導する
ことができます。
オンライン学習で児童が練習したり演奏を

発表したりする様子を教師用タブレットで録

画し、児童の変容や習得したことを評価に用
いることにも活用しています。
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友達とやり取りを行うために、自分のペースで必要なフレーズを練習する取組
～高森町立高森中央小学校（５年外国語科）～

単元のゴールを達成するために、必要なフレーズを復習する際、タブレットを用いて練習す
ることで、習熟度別に速さを自分で調節して練習できるように工夫している。

「自信をもって発話することが苦手な

児童がいる」という現状から、全員でや

り取りをする前に、個人で練習する時間

を十分に設定しています。

イヤホンを使用するので、周りの声や

音を気にすることなく、自分のペースで

何度も練習できます。全体練習でも、大

きな声で発話できるようになります。

児童の実態に合わせた手立てにより、

自分の考えや思いを伝え合い、やり取り

を楽しむ姿へとつなげています。
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県学力・学習状況調査過去問題等を活用した計画的な補充学習の取組
～天草市立亀川小学校～

週１回の学力充実タイムに県学力・学習状況調査過去問題等を活用した基礎力の定着や応用
力の発展を図るための個に応じた指導を行っている。

県学力・学習状況調査の結果から本校の課題を教職員で共有し、学校総体で取り組んで
います。中学年以上は、前年度の学力調査等で課題が見られた問題等を活用し、「いつ、
どの学年がどの問題に取り組むか」を明確にし、教職員が複数体制で指導に当たるなど、
計画的に取組を進めています。
プリントを解いて一斉に答え合わせをして終わりにならないよう、個別指導を行い、早

く終わった児童は別の課題に取り組ませたり、児童同士で考え方を伝え合う場を設定した
りしています。
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不登校の状況にある生徒の学力保障を目指したタブレットＰＣ活用による効果
的な学習支援の取組

～八代市立第二中学校～

一人一台のタブレットＰＣを活用し、学習支援ソフトやチャット機能を通して生徒と教員が

つながり、教員が具体的なアドバイスをしながら個に応じた学習を進める取組を行っている。

不登校の状況にある生徒の学力保障を
目指し、本人や保護者との十分な共通理
解のもと、担任と教科担任が連携しなが

らタブレットＰＣを活用した学習支援を
行っています。
生徒の現状を基に、何をどのように学

習するのかを具体的に指導し、取組の進

度を確認しながら助言を行っています。
Microsoft Teamsのチャット機能でやり

とりをしたり、カレンダー機能で会議を
設定し、直接、顔を見ながら教科の具体
的な助言を行ったりすることで、生徒が
学習意欲を高めながら主体的に学んでい
ます。


